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号　外 2010年 9月 20日

全
国
税
に

加
入
し
よ
う

　

庁
当
局
は
９
月　

日
、
非
常
勤
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て
、　

月
１
日
か
ら
見

10

10

直
す
こ
と
を
、
労
働
組
合
と
非
常
勤
職
員
に
対
し
て
伝
達
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
①
こ
れ
ま
で
の
「
３
か
月
更
新
」
を
廃
止
し
、
会
計
年
度
（
４
月
か
ら

翌
年
３
月
）
の
範
囲
内
で
最
長
１
年
の
任
期
と
す
る
、
②
年
末
に
２
週
間
以
上

あ
っ
た
雇
用
中
断
期
間
を
設
け
な
い
、
③
結
果
と
し
て
、
年
次
休
暇
を
１
年
を

通
じ
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
、
税
務
署
で
働
く
非
常
勤
職

員
の
雇
用
条
件
が
大
幅
に
前
進
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「3か月更新」と雇用中断期間の廃止

を歓迎し、引き続き非常勤職員の均

等待遇を求める」（抜粋）

員
の
均
等
待
遇
を
求
め
る
」

（
談
話
）
を
発
表
し
、
公
表
し

ま
し
た
。【
左
に
抜
粋
を
掲

載
。
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。】

雇
用
中
断
期
間
の
廃
止
を
歓

迎
し
、
引
き
続
き
非
常
勤
職

　

山
本
浩
二
中
央
書
記
長
は

同
日
、「『
３
か
月
更
新
』
と

山
本
書
記
長
が
歓
迎
の
談
話

　

今
回
の
伝
達
は
、
８
月　
10

日
に
、
非
常
勤
職
員
の
日
々

雇
用
制
度
を
廃
止
し
、
新
た

に
期
間
業
務
職
員
制
度
を
導

入
す
る
内
容
の
、
人
事
院
規

則
改
正
を
受
け
て
、
税
務
署

に
多
い
〝
常
勤
職
員
の
勤
務

時
間
の
４
分
の
３
以
内
で
勤

務
す
る
非
常
勤
職
員
〟
の
任

用
に
つ
い
て
も
、
制
度
の
趣

旨
に
沿
っ
て
改
正
し
た
も
の

で
す
。

　

全
国
税
は
、
人
事
院
が
非

常
勤
職
員
の
新
た
な
任
用
制

度
を
検
討
し
て
い
る
最
中
に

人
事
院
交
渉
を
配
置
し
、
税

務
署
で
「
３
か
月
更
新
」
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

告
発
。
人
事
院
に
対
し
て
準

用
規
定
を
設
け
る
よ
う
要
求

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
回
の
制
度
設
計
に
お
い

て
、
日
々
雇
用
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
以
外
の
非
常
勤
職

員
に
つ
い
て
も
、
準
用
規
定

が
設
け
ら
れ
、
そ
の
説
明
で

は
、「
こ
ま
切
れ
の
採
用
・
任

期
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、

こ
れ
は
適
当
で
は
な
い
」
と

言
明
さ
せ
ま
し
た
。

恩 温桶桶桶桶桶桶

恩 温桶桶桶桶桶桶

１　本日、国税庁は非常勤職員の雇用について、10月1日
から見直すことを、労働組合と非常勤に伝達した。極めて
不安定な状況に置かれてきた税務署の非常勤職員の雇用
条件を大幅に改善したものであり、歓迎する。
２　これまで、税務署の非常勤職員は「３か月更新」で
「次回は更新されるのか」という不安の中で勤務してきた。
「署長の胸先三寸」で本人の意に反する「雇い止め」が全
国各地で起こってきた。全国税は、「少なくとも雇用期間
を1年以上に」と要求し、雇い止めの撤回と継続雇用を求
めてきた。昨年7月以降、緊急申し入れを提出し、声明も
発出してきた。第174回通常国会では、大門みきし参院議
員（日本共産党）が菅財務大臣（当時）に「3か月更新は
酷だ」と迫り、実態把握と改善の約束を取り付けた。
３　東京局・四谷署で昨年12月と今年1月に連続して雇
い止め通告があり、全国税は地域労働者や国公一般と団結
して撤回闘争を展開した。国税当局が非常勤職員を「もの
扱い」する姿勢を露わにするなかで、雇い止め通告の撤回
と希望者全員の継続雇用を勝ち取ってきた。
４　税務署の非常勤職員は、「3か月更新」で「もの言わ
ぬ労働者」として押さえ込まれ、劣悪な労働条件がまかり
通ってきた。一方で、新たに納税者対応や内部事務一元化
の主力職員として力を発揮しており、非常勤職員がいなけ
れば税務署は一日たりとも機能できなくなっている。
５　全国税は、誰もが人間らしく働き続けられる職場をめ
ざし、非常勤職員や派遣・請負労働者の労働条件改善に奮
闘するものである。
　　　　　　　　　　2010年9月10日

全国税労働組合書記長　山本浩二

書記長談話
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【関信地連発】
　「３か月更新」でいつクビになるか不安
でしたが、１年に延びて不安が解消しま
した。ただ、公募になったら採用される
かどうかが不安です。

【東京地連発】
　これは喜んでいいんですよね？
　３か月ではなく、期間が延びて嬉しい
です！働きがいがあると思っていますの
で、できるだけこの仕事を続けたいで
す！

【東京地連発】
　総務課からの説明だけでは、分からな
いこともありましたが、更新期間が延び
たり、条件が良くなっていくならばあり
がたい話です。

【東海地連発】
　ありがとうございました。
　しかし、現在、月８日の勤務で４万円に
もいかない給料です。これでは生活費の
足しにもなりません。

　
「
３
か
月
更
新
」の
廃
止
や

雇
用
中
断
期
間
を
設
け
な
い

こ
と
を
内
容
と
す
る
非
常
勤

職
員
の
雇
用
の
見
直
し
を
受

け
て
、
全
国
の
非
常
勤
職
員

か
ら
、
喜
び
と
不
安
が
入
り

混
ざ
っ
た
〝
声
〟
が
届
き
ま

し
た
。

　

改
善
点
に
は
喜
び
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま

で
の
雇
い
止
め
や
労
働
時
間

削
減
の
攻
撃
を
受
け
続
け
て

き
た
経
験
か
ら
、
そ
の
運
用

面
に
は
不
安
が
集
中
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
局
に
よ
っ
て

は
、
著
し
く
低
賃
金
に
据
え

置
か
れ
て
い
る
非
常
勤
職
員

喜
び
と
不
安
が
入
り
混
じ
る
非
常
勤
職
員
の
声

も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
月
８
日
の
労
働
日
数
、
月

収
４
万
円
で
は
少
な
す
ぎ

る
」
と
い
う
非
常
勤
職
員
の

労
働
条
件
改
善
は
急
務
で

す
。

　

さ
ら
に
、
当

局
か
ら
の
説

明
で
は
、
今
回

の
見
直
し
が

改
善
で
あ
る

と
い
う
こ
と

が
非
常
勤
職

員
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
よ

う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、

税
務
署
の
非
常
勤
職
員
は
、

「
３
か
月
更
新
」で
い
つ
も
ク

ビ
を
チ
ラ
つ
か
さ
れ
て
お

り
、「
も
の
言
わ
ぬ
労
働
者
」

に
押
さ
え
込
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
劣
悪
な
労

働
条
件
を
強
制
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
で
、
基
本

的
な
雇
用
条
件
は
前
進
し
た

も
の
の
、
当
局
に
は
、
非
常

勤
職
員
の
労
働
条
件
改
善
の

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

【近畿地連発】
　私たち非常勤職員は、今年に入り予算
の都合という理由で労働時間を27.5時
間から20時間に減らされました。ま
た、長年働いてきたにも関わらず、6月
に突然「次の更新はありません」と言わ
れた人もいます。このような事が続き、
最近の私たちは労働意欲も失いつつあり
ました。ですが、10月から非常勤職員
の雇用見直しが行われる事となり、不安
がひとつ取り除かれ、少し明るく暮らせ
るような気がしてきました。
　長年にわたり、「3か月更新」が当たり
前できていた雇用形態の改善は、大きな
一歩でとても嬉しく思います。

〝
賃
上
げ
〟
で
は

　

み
な
さ
ん
の
賃
上
げ
は
、

２
つ
の
方
法
で
実
現
が
可
能

で
す
。
ひ
と
つ
は
、
初
任
給

を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
み
な

さ
ん
の
給
与
は
、
常
勤
職
員

の
行　

俸
給
表
の
最
低
号
俸

（一）

（
１
３
５
・
６
千
円
）
が
基

準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

基
準
の
号
俸
は
、
賃
下
げ

だ
っ
た
今
年
も
下
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
初
任
給
周
辺
の
賃

上
げ
要
求
は
実
現
が
可
能
で

す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
の

基
準
を
、
税
務
署
に
い
る
常

勤
職
員
の
俸
給
で
あ
る
税
務

１
級
７
号
（
１
６
１
・
３
千

円
）
と
す
る
こ
と
で
す
。

〝
公
募
〟
で
は

　

全
国
税
は
、
既
に
勤
務
し

て
い
る
非
常
勤
職
員
が
継
続

雇
用
を
希
望
し
て
い
る
場
合

に
は
、
つ
ま
り
、
採
用
枠
に

〝
穴
〟
が
な
い
場
合
に
は
、
公

募
を
実
施
し
な
い
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。
民
間
企
業
で
は

当
た
り
前
の
話
で
す
。

　

ま
た
、
当
面
、
み
な
さ
ん

が
心
配
し
て
い
る
〝
公
募
〟

の
段
階
で
は
、
希
望
者
全
員

の
継
続
雇
用
を
求
め
、
雇
い

止
め
の
攻
撃
に
は
断
固
反
対

し
て
い
き
ま
す
。

労
働
時
間
で
は

　

予
算
を
理
由
に
し
た
労
働

時
間
削
減
攻
撃
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
全
国
税
は
、
予
算

の
確
保
と
同
時
に
、
当
局
都

合
の
労
働
時
間
削
減
は
許
し

ま
せ
ん
。
当
局
は
人
間
を

雇
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
と

も
な
経
営
者
で
あ
れ
ば
、
ど

う
や
っ
て
も
賃
金
を
用
意
す

る
も
の
で
す
。

　

非
常
勤
職
員
の
み
な
さ
ん
。
み
な
さ
ん
の
労
働

条
件
改
善
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
税
務
署

の
中
に
、
非
常
勤
職
員
の
み
な
さ
ん
の
課
題
を
取

り
上
げ
て
、
た
た
か
う
労
働
組
合
は
、
全
国
税
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
一
緒
に
労
働
条
件
を
改
善
し
ま

し
ょ
う
。
全
国
税
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。

絵 芥械械械械械

絵 芥械械械械械


